







































































研究の草分け的存在である Rizzuto, A.は、Freud, S.の宗教論に批判的検討を加え、対象
関係論に立つ Winnicott, D.W.の中間領域を取り入れて自らの神表象理論を構築した。そ
の後 Rizzuto 理論は修正されるが、修正を試みた研究者の一人 Halevi-Spero, M.は、神表
象は中間領域に萌芽が芽ばえるだけでなく、神がダイレクトに内在化されるルートもある
とした。 





Rizzuto, A.の理論を参照し、God Image Inventory を開発した。Beck and McDonald（2004）
は、アタッチメント理論を基本にした神表象研究を深めるには神へのアタッチメントを測
定できる尺度が不可欠であるとし、Experiences in Close Relationships（以下、ECR と







までに、 (1)「内的作業モデル・一致仮説（ internal-working-model correspondence 
hyphtheis）」、(2)「感情的・補償仮説（emotional compensation hypothesis）」、(3)「社
会性・一致仮説（socialized correspondence hypothesis）」、(4)「内在関係認識一致仮説



























































年 4 月～6 月に実施した。 
 調査 C では、カトリック、聖公会からプロテスタント諸派のキリスト者を対象に、
Erikson, E. H.の理論を背景として調査する A 版、アタッチメント理論を背景として調査
する B 版のいずれも、四教団(グループ)の教会と一神学校、その他友人に依頼した。実施
時期は 2013 年 1 月～2 月であった。 
 調査 D では、プロテスタント系の教会のキリスト者を対象に、自立と甘えと神表象につ
いて質問紙調査を実施した。実施時期は 2014 年 1 月～2 月であった。 
 調査 E では、プロテスタント系、その中でもメソジスト系のキリスト者を中心に、2013
年 12 月から 2014 年 2 月に、半構造化面接を行った。 
4 各研究の概要 











 神アタッチメントを測定する日本語版の尺度を作成した。The Experiences in Close 






 第三研究で作成した GAS、4 分類愛着スタイル尺度日本語版（RQ）（1998、加藤）、一
般他者版成人愛着スタイル尺度（ECR-GO）（中尾・加藤、2004a、2004b）、GISJ、PBI































ンデッド・セオリー・アプローチによって分析を行った。逐語録は A4（40 字×30 行）で




















































































































































































































(1) Wesley 理論による信仰体験の検討：「第 X の転機」 
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 〈本来の神表象〉   〈歪んでしまった神表象〉 
  愛とケアを与える   → 憎しみに満ち無関心な 
  善であわれみに満ちた  → ケチで赦さない 
  たしかで信頼できる   → 予測がつかず信頼できない 
  無条件の「恵み」の   → 条件付きで是認する 
  今ここにおられる   → 必要な時にいない 
  良き賜物を与えてくださる  → 奪う方、しらけさせる 
  養い肯定してくださる  → 批判的で、喜ばすことができない 
  受容する    → 拒絶する 














































































































































































































テーマが中心となった（西脇、2011）。神表象研究の草分け的存在といえば、The Birth of 
the Living God を記した Rizzuto, A.である（Hoffman, Grimes, & Acoba, R., 2005）。
Rizzuto, A.は、アメリカに移民して精神科医および精神分析の訓練を受けた、アルゼンチ
ン生まれの医師である。2008 年には日本にも招かれ、講演会を行っている（狩野、2009）。 
 年代的に見ると、Rizzuto, A.が Annual Meeting of the Society for the Scientific Study 
of Religion において、Critique of the Contemporary Literature in the Scientific Study of 
Religion と題したプレゼンテーションを行ったのが 1970 年である。それを少しさかのぼ
る 1960 年代後半には尺度開発も始まっており、Gorsuch, R. L.（1968）が Adjective 
Ratings of God/Religious Concept Survey を、Vergote, Tamayo, Pasquali, Bonami, 
Pattyn, and Custters（1969）が Semantic Differential Parental Scale を開発している。
このように、神表象研究は 1960 年代後半から行われるようになった。 
















 以上のことを踏まえて、ここではまず Freud, S.の宗教論と神表象理論を整理し、その
後、Rizzuto, A.がそれをどのように修正しながら自分の理論を構築したかを概観する。 
 
2 精神分析理論：Freud, S.の宗教論 
(1) 心の理解 















































 このように、無意識についての Freud, S.の提案は、当時は新しいものであった。 












 Freud, S.はこれら三つの領域を以下のように要約して説明している。 
 
 われわれは、精神過程に三つの性質を見出した。すなわち、それは意識的 bewusst














































 1) 神表象にいたる人類学的なプロセス 













































 ここで、Rizzuto 理論に話を進めて行く前に、Freud, S.が用いた「イマーゴ」の概念に
ついて見ておきたい。Freud, S.は「イマーゴ」という用語を使っているが、「イマーゴ」
について厳密な概念規定を行っているわけではない。しかし、「心的人格の解明（Dissection 
of the Personality）」という論文の中で、以下のように述べている。 
 
“they no longer influence the super-ego, which has been determined by the earliest 




 さらに、「ギムナジウム生徒の心理学のために（Some Reflections On Schoolboy 
Psychology）」という論文の中では、以下のように述べている。 
 
“All those whom he gets to know later become substitute figures for these first 
objects of his feelings. ……These substitute figures can be classified from his 
point of view according as they are derived from what we call the ‘imagos’ of his 
father, his mother, his brothers and sisters, and so on.……Of all the imagos of a 
childhood which, as a rule, is no longer remembered, none is more important for a 













3 対象関係論：Rizzuto, A.の神表象理論 
Rizzuto, A.（1979）の理論は Freud, S.の神表象の形成史に土台を置いているが、Rizzuto, 
A.が Freud, S.を参照したのは、信仰の発達と神表象についての先行研究がほとんどなく、
最も近い理論を提起しているのが Freud, S.であると考えたためであった（pp.viii～ix）。
Rizzuto, A.（1979）は、Freud, S.の神表象理論を以下のように要約している（pp.41～42）。 
 
















(2) Rizzuto, A.とFreud, S.の相違点 






 Rizzuto, A.は以下の点で、Freud, S.の理論と異なる立場をとっている。 











 2) 抽象的概念と表象の関係 








 3) 父親の「イマーゴ」が神に変容する必然性 














 4) 信じることと父親の関係 












 5) 信じない者の神表象形成 






 6) 悪魔の表象の形成 
20 
 Rizzuto, A.（1979）によれば、Freud, S.は、原初の父親の「イマーゴ」は「全く反対の
属性を持つ二つの存在に分離される」と述べ、さらに、子どもが父親に対して持つ「敵意
と挑戦」の感情は引き裂かれたイメージであり、悪魔の表象の実態となる（p.35）と考え
たということである。しかし Rizzuto, A.（1979）は、Freud, S.の悪魔の表象についての
説明は十分ではないとした。 
 7) 宗教的な人の信仰の獲得 






るかを Freud, S.の理論の中に見いだすことはできなかったとしている（p.36）。 
 
(3) Freud, S.からの展開 
 Rizzuto, A.は Freud, S.との相違点を述べた上で、Freud, S.をどのように乗り越えよう
としたかを説明している。 
 1) 神表象の起源 
 Freud, S.は、神表象の起源をエディプス期とその結果に求めた。そのため Freud, S.の
神表象は律法と権力を持った、どちらかというと否定的な父性のイメージになっている。





















































































 2) 移行対象と母親 










































































































































































 以上、Rizzuto, A.が提唱した神表象の誕生と発達のプロセスについて概観した。Rizzuto, 
A.の神は、「幻想の移行対象」（illusory transitional object）（p.177）である。 
29 
(5) Rizzuto, A.のFreud評価：エディプス期の意味 
 ここで、Freud, S.の神表象の起源がエディプス期にあり、Rizzuto, A.の神表象の起源が


















Freud, S.と Rizzuto, A.の双方を理解しておく必要がある。 
 




(1) Meissner, W. W. 
 Rizzuto, A.とともに、Freud, S.の宗教論に異を唱えた人物に、イエズス会士であり医師














(2) Leavy, S. 


























精神分析理論と宗教を両立させようとした Leavy, S.の姿勢が伺える。 
 
(3) Jones, J. W. 
 神表象研究の系譜は、神表象の内在化の様態について研究するものが主であったが、周
























であるという。しかし Jones, J. W.（1991）は、神のイメージが親のイメージによって決
まるという Rizzuto, A.の見解を認めつつも、養育的な親だから養育的な神表象を内在化さ
せるというような単純な相関関係は見られないとも指摘している（p.81、渡辺訳、p.115）。 


















(4) Halevi-Spero, M. 
 内在化された神表象が神という存在と距離があるのではないかという点についてはさま

















として提示している。邦訳を付加したものを図 2 に示す（p.135、引用者訳）。 
 
 




あることを示している（p.135）。移行対象表象は Winnicott 理論に基づくものである。 
 Halevi-Spero, M.はさらに、対象としての人間が内在化される（internalized）ルートに
おいて、そのルートから分岐するかたちで心の中に（internal）取り込まれたものが神表
象として残る可能性を示し、それを Figure 3 として提示している。邦訳を付加したものを
図 3 に示す（p.136、引用者訳）。 
 
 
図 3 神概念の発達の標準的心理的モデル（人間中心的次元） 
 
 Figure3 は、Winnicott 理論を取り入れた Rizzuto 理論に近い考え方である。 





































図 5 神表象の発達の修正モデル（人間中心的・神中心的次元） 
 




て対象が取り込まれるルート以外に三つあるという理論を構築し、それを Figure 6 として
提示している。邦訳を付加したものを図 6（次頁）に示す（p.141、引用者訳）。 
 Halevi-Spero, M.（1992）は、移行対象によって内在化される神表象を Projected God 













図 6 心理内的「神」対象の心的表象と客観的神的対象 
 
 Halevi-Spero, M.の理論は、Winnicott, D.W.の理論をもとに論じた Rizzuto 理論を大胆







































































 Kirkpatrick, L. A.（1992）は、宗教心理学においては実証研究がほとんどなされていな
いことを指摘し、実証的結果を得るための理論的な枠組みとして、アタッチメント理論に



















アタッチメント理論に活路を見出そうとした。Rizzuto, A.もKirkpatrick, L. A.もFreud理
論に批判的な評価を加えたという点では同じだが、Rizzuto, A.がFreud理論の枠内にとど





(3) Rizzuto, A.の反論 
 アタッチメント理論に基づく神表象研究は、実証的な手法を取り入れて進んだが、深層
心理学的なアプローチとアタッチメント理論の科学的実証性について、Rizzuto, A.が
Granqvist, P.に反論している場面がある。Granqvist, P.（2006）は、Erikson, E. H.、Freud, 




































を見る内的作業モデルも否定的になる（p.122）。Davis, Moriarty, and Mauch（2012）は、
研究史で提出された「一致仮説」と「補償仮説」に関するさまざまな仮説を四つに整理し
ているが、ここでいう「一致仮説」は、その中の (1)「内的作業モデル一致仮説































McDonald（2004）は、Kirkpatrick and Shaver の研究が、神がアタッチメント人物であ
ることを十分に証明していることを評価しながらも、神へのアタッチメントを測定する尺
度がないために実証性に欠けていることを指摘し、Experiences in Close Relationships
（以下、ECR と略記）尺度をもとに、神へのアタッチメントを測定できる尺度、Attachment 
to God Inventory（以下、AGI と略記）を開発した。McDonald, Beck, Allison, and 
Norsworthy（2005）は AGI を用いて調査を行い、家庭における親との関わりが希薄であ
った場合、神との親密性を回避する傾向があることを明らかにし、「一致仮説」を支持した。 

















 いくつかの見解が出されたものの、Granqvist et al.が提唱したこれらの「修正一致仮説」














がすぐれていると決めるだけの決定的要素は今のところない（Davis, 2010, p.120）。 
 これらの三つの仮説を融合させようとしたのが、Hallらの研究によって提唱された(4)
「内在関係認識一致仮説」（implicit-relational-knowledge correspondence hypothesis）
















ゴグには行かない（explicit religious/spiritual functioning）（pp.8～9）という。 
 Davis et al.（2012）は、(4)のこの仮説は、他の三つの仮説に比べて証拠が不十分であ
ると批判している。しかし、多数を占める立場ではないにしても、現状では最も注目すべ
き仮説であることは間違いなく、今後検討を加える必要があるとされる。 
 ここまで、「一致仮説」と「補償仮説」に関する研究史を概観した。Davis et al.（2012）
は、「一致仮説」と「補償仮説」に関して提唱されたさまざまな仮説を、(1)「内的作業モ
デル一致仮説」、(2)「感情補償仮説」、(3)「適合一致仮説」、それに(4)「内在関係認識一致
仮説」の四つに整理した。それぞれの仮説の提唱者は、(1)と(2)は Kirkpatrick and Shaver
（1992）であり、大きな柱となる二つの仮説を導き出したという意味でその貢献は小さく













 より詳細な分析の試みの一つとして、Davis, E. B.（2010）は、(1)「包括的内的作業モ
デル（global internal working models）」、(2)「領域特定内的作業モデル（domain-specific 
internal working models）」、(3)「関係特定内的作業モデル（relationship-specific inernal 




































れた（Hoffman, Grimes, & Acoba, 2005）。主なものを表 1（次頁）に示す。 
 Gorsuch, R. L.（1968）は、神表象を表す形容詞を選択する形式の Adjective Ratings of 
God/Religious Concept Survey を開発した。Vergote, Tamayo, Pasquali, Bonami, Pattyn, 
and Custters（1969）は、親のイメージと神表象の関連について研究し、Semantic 




採用して神表象を測定した。Nelson, Cheek, Jr., and Au（1985）は、Roof and Roof（1984）
の研究を受け、12 の神のイメージを三つの因子で抽出した。Janssen, De Hart, and 
Geraudts（1994）は、青年たちの神表象を調査するためにオープン形式の質問紙を作成
し、神の属性（attributes of God）と神の行為（acts of God）という概念を導き出した。 
 Lawrence, R.（1997）はRizzuto, A.の概念を採用し、God Image InventoryとGod Image 
Scale（以下、GII、GIS と略記）を開発した。この尺度は信頼性と妥当性も検討され、標
準化された尺度としてその後の神表象研究で用いられている。Kunkel, Cook, Meshel, 
Daughtry, and Hauenstein（1999）は、神イメージは、神人同形同性説と神秘主義、懲
罰的と養育的という二つの因子によって測られるとした。Kunkel の結果は、Roof や
































































































































































































































Adjective Ratings of God Gorsuch 1968 1
Concepts of God and Paretal Images Vergote, et al. 1969
God/Family Questionnaires Rizzuto 1979
God Image Inventory Lawrence 1991
God Image Scale Lawrence 1991 1 1 1
Loving and Controlling God Scale Benson, Spilka 1973 1 1 1
Nearness to God Scale Gorsuch, Smith 1983
Nonverbal Measure of God-Concept Bassett, et al. 1994
Intrinsic and Extrinsic Religious Orientation Scales Allport, Ross 1967 1





Personal God 1 1
God Relationship 1 1
Child Attachment to Parents Hazan, Shaver 1986 1 1 1
Adult Attachment style Bartholomew, Horowitz 1991 1
Relationship with God Kirkpatrick, Shaver 1992 1
Beliefs about God Kirkpatrick, Shaver 1992 1
Relationship Questionnare(RQ) Bartholomew, Horowitz 1991 1 1
Five personality traits Saucier 1994 1
Balanced Inventory of Desirable Responding Paulhus, Reid 1991 1
Intrinsic, Extrinsic, and Quest Scales Batson, Schoenrade 1991 1
Doctrinal Orthodoxy Scale Batson, Schoenrade, Ventis 1993 1
Symbolic Immortality Scale Mathews, Mister 1988 1
Death Anxiety Scale Temper 1970 1
Manifest Anxeity Scale Bending 1956 1
Positive Affect Negative Affect Scale Watson, Clark, Tellegen 1988 1
Parental religiousness 1 1
Repondents' religiousness 1 1
Socialization-Based Religiosity Scale(SBRS) Granqvist 1 1
Emotionally Based Religiosity Scale(EBRS) Granqvist 1 1
Religious change and sudden religious conversion Granqvist 1 1
Attachment forced-choice Granqvist 1
Attachment to God Inventory(AGI) Beck, McDoland 2004 1 1 1 1 1
Experiences in Close Relationships Scale(ECR) Brennan et al. 1998 1 1
Religious Emphasis Scale Altemeyer 1988 1
Parental Spirituality Scale Beck et al. 2005 1
Parental Bonding Instrument Parker, Tupling, Brown 1979 1
Family Adaptability and Cohesion Evaluation Scales-III Olson 1986 1
Parental Attachment Quesionnaire Kenny 1987 1
Spiritual Assessment Inventory(SAI) Hall, Edwards 2002 1 1
Triangular Love Scale-God Version Sternberg 1997 1
Interactional Qeust Scale Batson, Schoenrade 1991 1
Multidimensional Quest Orientation Scale(MQQS) Back, Jessup 2004 1
Questionnaire to Assess Personality Pathology 1
Questionnaire God Image 1 1
SCL-90 1
Center for Epidemiologic Studies Depression Scale(CES-D) Randloff 1977 1
Beck Hopelessness Scale(BHS) Beck et al. 1974 1
The Dutch Questionnaire God Image(QGI) Murken, Petersen 1993 1
Brief RCOPE Pargament et al. 2000 1
Benevolent God Scale 1
Sensual God Scale 1
Creative God Scale 1
Valuable God Scale 1
Attachment Story Completion Task Verschueren 1999 1
Student Teacher Relationship Scale(STRS) Pianta 1996 1
Pictorial Scale of Perceived Competence and Social
Acceptance for Young Children
Harter 1984 1
Behavioral Rating Scale of Presented Self-Esteem Haltiwanger 1989 1
23-item questionnare children's concept of God 1
Religious Status Inventory(RSI) Hadlock 1988 1
Brief Symptom Inventory(BSI) Derogatis 1982 1
MMPI-2 Greene 2000 1
Self-Liking Self-Competence Scale Tafarodi 1995 1
Adjective Check List(ACL) Gough 1980 1
Transactional Analysis(TA) scoring system for the ACL Williams 1980 1
Attachment Prototype Rating(EBPR) Strauss 1999 1
Adult Attachment Interview(AAI) George 1985 1
Inventory of Interpersonal Problems(IIP-D) Horowitz 1994 1
FKK Krampen 1991 1
Narcissism Inventory Deneke 1989 1






Tendency to Forgive(TTF) Brown 2003 1
Purpose in Life(PIL) Crumbaugh 1964 1
Congregational Items 1999 1
Spiritual Community Scale(SCS) 1
Religious Commitment Inventory(RCI-10) Worthington et al. 2003 1
Spiritual Practices Scale(SPS) 1
Sim and Loh 16-item measure 2003 1
Children's Hope Scale Snyder 1997 1
Rosenberg Self-Esteem Scale Rosenberg 1965 1


















































たことから、信頼性は高くない。Exline, Yali, and Sanderson（2000）は信仰と心理的な
問題について調査・研究を行い、うつは疎遠な神表象と関連があるとした。Jonker, 










 Rizzuto, A.（1970）は、神概念（concept of God）と神表象（image of God）を分ける
51 
必要性を強調した。著書であるThe Birth of the Living Godの中でも同様のことを指摘し
ている（p.47）。Rizzuto, A.（1970）によれば、神概念は、「象徴や記号として表される神」
（the God of the symbols and signs）であり、神表象は、「信じている者の内的な経験の
神」（the God of the inner experience of the believer）である。ところが実際には、Rizzuto, 
A.も述べているように、神概念と神表象はほとんど区別されずに用いられている。また
Hoffman et al.（2005）が指摘するように、Gorsuch, R. L.（1968）の研究も、Benson and 
Spilka（1973）の研究も、両者を区別できておらず、神概念を測定するものになっている。 
 Lawrence, R.（1997）は、Rizzuto, A.の研究を受けてGIIとGISを開発した。Rizzuto, A.
と同様、神概念と神表象は区別されるべきであると述べているが、尺度の内容は神概念を
測定するものになっている（Hoffman et al.、2005）。しかし神表象研究の歴史では有用な
尺度として用いられており、本研究でもGod Image Scaleを邦訳する。 
 神を言語化することの難しさから、神概念と神表象を区別することは簡単ではない。さ















神概念と神表象の違いから心理療法に有用な知見を提供したHoffman, L.は、Moriarty, G. 
L.とともに、神表象を心理援助に援用した心理療法の概要をハンドブックとして紹介して
いる（Moriarty, G. L. & Hoffman, L.（eds.）, 2007）。 
52 
 Jonker et al.（2008）はRizzuto, A.が神表象と神概念を区別すべきであると述べたこと
を引用し、この二つが神表象（God representation）を形成するとした。さらに、Davis et 
al.（2012）は、God images、God concepts、God schemas、God representationsなど、
神表象研究でさまざまな用語が混乱して使われてきたことを指摘し、改めて神表象と神概
念を整理した上で、両者の概念規定を試みている。Davis et al.（2012）によれば、神表象







～3）。Davis et al.（2012）の定義を見ると、内在化させる表象（representation, image）
から、アタッチメントを構築する人物（figure）にニュアンスが変化していることが観察































































































年代を見ると、Rizzuto, A.が Annual Meeting of the Society for the Scientific Study of 
Religion で神表象研究に関するプレゼンテーションをしたのが 1970 年、The Birth of the 
Living God を発表したのが 1979 年である。Rizzuto, A.は、Fowler, J.が信仰発達理論を
発表する数年前から神表象研究に取り組んでおり、信仰発達理論が脚光を浴びていた中で、
それとは視点が異なる The Birth of the Living God を発表したことになる。発表後に瞬く
間に広がった信仰発達理論に比較して、神表象理論は、その後、アタッチメント理論の研
究者たちに注目されながらも、広がりという点で地味な印象は否めない。 
 信仰発達理論と神表象理論は、学的な理論背景が異なっていた。Fowler, J.が、Erikson, 




 信仰発達理論は 1980 年代後半になって日本にも紹介された（伊藤、2012、p.183）。奥
田（1990）は、1987 年から 1989 年にわたって雑誌「教師の友」に連載した記事を一つに
56 
まとめて書籍として発刊し、その中で Fowler, J.の信仰発達理論を紹介している（pp.139





論よりもさらに低く、全く知られていないのが現状である。Rizzuto, A.（1979）の The Birth 


































































































































(1) Wesley, J.の生涯の概観 
 メソジスト神学の端緒となったのは Wesley, J.である。Wesley, J.は、18 世紀の英国で
メソジストの運動を指導し、それを契機にメソジスト教会が誕生した。ここで、Wesley, J.
の生涯の主な出来事を概観する。 














年、Wesley, J.は Bristol 郊外の Kingswood で野外説教をし、大きな成功を収め、このこ
とによって神への信頼を再確認することになった。その後さらに布教活動に従事し、メソ
ジスト運動のリーダーとなって行った（山中、pp.86～87）。1738 年の Aldersgate での経
験から 1760 年までを一つの区切りと考えることができる。 







 このように、Wesley, J.の生涯は、1738 年の Aldersgate の「回心」まで、メソジストの
運動が拡大した 1760 年まで、「聖化」について論争した 1760 年以降の三つに整理できる。 
 
(2) Wesley, J.自身の「回心」の経験 
 メソジスト派の「回心」の理解は、創設者である Wesley, J.の Aldersgate での体験に寄
るところが大きい。Wesley, J.は、人間が聖くされること、すなわち「聖化」を神学の中
心に置いた（山中、1990、p.138）。「回心」はそのプロセスのスタート、すなわちキリス
ト者になる経験であると理解される。Wesley, J.は、自分がどのように Aldersgate での「回















(1) Wesley, J.の救いの順序 
 ここで、人間が神の「恵み」を体験することについて、Wesley, J.がどのように理解し
ていたかを整理する。Wesley, J.は、神の「恵み」を体験することはプロセスと転機の両
面でとらえることができると考え、それをパターンとして提示した。それを図 7 に示す。 
 
 









(2) 「神のかたち」（imago dei）の概念 
 Wesley, J.は、人間は創造されたときには完全であり、「神のかたち」（imago dei）を与
えられていると考えた。「神のかたち」とは、旧約聖書・創世記 1 章 27 節に「神は人をご
自身のかたちとして想像された」（日本聖書刊行会、第三版、2003 年）と記されている、
人間が神に創造されたときに神が人間に組み込んだものである。 

































































































かった（標準ウェスレー日記Ⅰ、日記・第 2 部、p.230）。 
 

















































































































5 Wesley, J.の「回心」の心理的側面 
 Wesley, J.は Aldersgate での経験を軸に、人間が神の「恵み」を体験するプロセスをパ





























6 月 1 日(木) 私の憂うつは、今朝までつづいた。ところが、或る人に勧告を与えて
いたとき、神は私の魂になぐさめを与えることを善しとし、また私がしばらく祈って
から、次のみことばを私に示すことを善しとし給うた……（標準ウェスレー日記Ⅰ、




































































































あなたの上に下さない。わたしは主、あなたをいやす者である」（15 章 26 節、Coppedge, 
A.、p.93）と記されている。「創造者」のカテゴリーに医者が入っている理由は、神がいの
ちの与え主であり、また再創造する方であるからである。 
 2) 王（king） 
 神は絶対主権をもった王として描かれている。出エジプト記には、「主はとこしえまでも
統べ治められる」（15 章 18 節、Coppedge, A.、p.100）と記されている。また、「この民が
あなたに言うとおりに、民の声を聞き入れよ。それはあなたを退けたのではなく、彼らを
治めているこのわたしを退けたのであるから」（第一サムエル 8 章 7 節、Coppedge, A.、
p.101）、さらには「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。神であられる主、万物の支配
者、昔いまし、今いまし、後に来られる方」（黙示 4 章 8 節、Coppedge, A.、p.100）と記
されている。 
 3) 啓示者（revealer） 








（ヨハネ 16 章 13 節、Coppedge, A.、p.152）と記されている。 
 啓示者の副役割の中に「教師」がある。「主よ。あなたの道を私に知らせ、あなたの小道
を私に教えてください。あなたの真理のうちに私を導き、私を教えてください」（詩篇 25
篇 4～5 節、Coppedge, A.、p.143）と記されている。 













り、大祭司であるイエスのことを考えなさい」（ヘブル 3 章 1 節、Coppedge, A.、p.181）
と記されている。祭司は「仲保者」（mediator）としての役割を果たしている（ヘブル 9
章 15 節、第一テモテ 2 章 5 節、Coppedge, A.、p.184）。その神は聖める働きをする。「ま
して、キリストが傷のないご自身を、とこしえの御霊によって神におささげになったその
血は、どんなにか私たちの良心をきよめて死んだ行いから離れさせ、生ける神に仕える者
とすることでしょう」（ヘブル 9 章 14 節、 Coppedge, A.、p.183）と記されている。 
 5) 裁判官（judge） 










 6) 父（father） 
 聖書にはキリストの祈りが記録されている。「聖なる父。あなたがわたしに下さっている
あなたの御名の中に、彼らを保ってください。それはわたしたちと同様に、彼らが一つと
なるためです」（ヨハネ 17 章 11 節、Coppedge, A.、p.251）。父は、「家族」という概念、
「愛」という概念と関係があり、キリスト者はその家族の中で、神の子という位置づけを




 7) 贖い主（あがない主、redeemer） 






 8) 牧者（shepherd） 
 代表的な聖書のことばは詩篇 23 篇である。「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがあり
ません」。エゼキエル 34 章 11～16 節にも同じ内容の記述がある（Coppedge, A.、p.336）。















 Kawamura, Y.（1993）は、「神の役割理論」の妥当性を検証するために、Wesley, J.の
文献研究を行うことによって、内在化させている神表象と外的行動の関連について分析を












 1) 第一の期間（1725～1737 年） 
 「オックスフォード回心」から Aldersgate の経験までである。Wesley, J.は「キリスト
者の完全」（Works、vol. 11、p.366）の中で、1725 年の区切りは「福音的回心」として評
価される Aldersgate での「回心」と比較してどのような意味があったかについて述べてい
る。Wesley, J.にとって 1725 年の区切りは、神の前に聖い生き方をしようと決断した時で
あり、一つの転機であった。 
 2) 第二の期間（1738～1760 年） 
 Aldersgate から「聖化」をめぐる論争の時期以前の期間である。第二の期間の終わりは
78 
Aldersgate のような転機はないが、その後 60 年代に入って、「聖化」がどのような意味を
持つかを神学的にまとめようと試みたことから、その時期の前までを一つの区切りとした。 






に記録した。150の説教はOutler, A. C.の編集したThe Bicentennial Edition of the Works 









表 3 Wesley, J.の説教に見られる神表象の言及数 
 
     （Kawamura、1993、p.17） 
 





で、19.3 パーセントであった。この二つを足すと全体の 43.9 パーセントになる。他方、「創









 2) 第一の期間（1725～1737 年）：「超越した絶対主権の神」 
 この期間には 19 の説教が残っており、その中には『心の割礼』などの有名な説教が含
まれている。収集したデータの数は 245 であった。一番多かったのが「創造者」で、21.6
パーセント、2 番目は「啓示者」で 19.6 パーセント、3 番目は「王」で、15.1 パーセント
であった。それに対し「父」は 10.6 パーセントであった。「創造者」と「王」を足すと、


















回復すること」（Wesley, J.、BE Works、vol.4、p.354、373、引用者訳）を意味していた。 
 3) 第二の期間（1738～1760 年）：「個人的に明確化された愛の神」 
 この時期には Wesley, J.の非常に重要な説教が含まれており、Wesley, J.の神表象を理解
するためには、この時期の説教の理解が欠かせない。この期間には 45 の説教が残ってい
る（Outler、1984、p.548,ff.）。収集されたデータの数は 1316 であった。一番多かったの
が「父」で、24.2 パーセントであった。2 番目の「啓示者」が 23.7 パーセントであり、こ
の二つを合わせると 48 パーセントになる。 
 第一の期間の主要な特徴であった「創造者」は、21.6 パーセントからわずか 6 パーセン
トに下がっている。他方、「父」の神表象は、第一の期間が 10 パーセントであったのに対
し、24.2 パーセントに上昇している。超越性を表す「創造者」と「王」は、第一の期間は
36.7 パーセントであるのに対して、この期間は 19.6 パーセントに下がっている。以上の
ことから、神表象の強調点は移行していることがわかる。第二の特徴は「啓示者」である。




もう一つの特徴は「裁判官」である。第一の期間は 11.4 パーセント、第三の期間は 10.7





























 4) 第三の期間（1762～1791 年）：「全体の均衡が取れた真理の神」 
 この期間には 86 の説教が残っている（Outler、1984、p.548,ff.）。収集されたデータの
数は 1576 であった。一番多かったのは「啓示者」で 26.1 パーセントであった。2 番目が
「父」で、16.6 パーセントあったが、「王」も 16.1 パーセントあり、さらには、第二の期




















BE Works、vol.4、p.70、引用者訳）。また、導きを与える（Wesley, J.、BE Works、vol.2、
p.599、引用者訳）。わたしたちの理解の目を開き（Wesley, J.、BE Works、vol.3、p.129、














景にあり、外面的には、翌 1739 年、Bristol での経験を契機に Wesley, J.が野外で説教す
るようになったことと関連があることが推察される。 
 一般的に Aldersgate での経験は「回心」の経験であると理解される。これは、極悪人が
83 
かたぎになったという意味ではない（山内、pp.20～21）。外見の変化よりは内面の変化で
ある。Wesley, J.は「回心」したとき、「私の心が不思議に熱くなるのを感じた（I felt my 




 翌 1739 年の Bristol での経験は、野外で説教するという、Wesley, J.がそれまで経験し
たことのないものであった。最初は気乗りしなかったが、それほど時を経ずに野外説教と
いう方法を積極的に活用するようになる（山内、p.85）。野外での活動を始めた経緯は
Wesley, J.の中では他律的であったが、このことと、前年の Aldersgate での経験が内面的
には繋がっていると解釈することも可能である（山内、p.85）つまり、神のイニシアティ
ブを肯定してそれにしたがって行動するように、彼自身の考え方が変わったと見ることが


















































































































































































 Rizzuto, A.（1979）は、対象関係論のobject representationという概念を援用したこと
から、神のイメージを表す際にGod representationという用語を多用した（p.179）。Rizzuto, 












(1) God representation、God imageいずれも「神表象」という訳語を当てる。 















Erikson, E. H.（1959）は同じ精神分析理論に立つが、自己については Freud, S.と異なる
見方をし、かなりの部分で「自己」と「アイデンティティ」は重なるとしている（p.158）。
その上で、自我と自己について、「自我が自己を[自分自身を]知覚し制御するという問題に
おいて、「自我」[という言葉を]主体 the subject に割り当て、「自己」[という言葉を]客体


























































































































(2) 調査B 質問紙調査（2010） 




年 4 月～6 月に実施した。 
 
(3) 調査C 質問紙調査（2013） 
 調査 C では、カトリック、聖公会からプロテスタント諸派のキリスト者を対象に、
Erikson, E. H.の理論を背景として調査する A 版、アタッチメント理論を背景として調査
する B 版について、四教団(グループ)の教会と一神学校、その他友人に依頼した。実施時
期は 2013 年 1 月～2 月であった。 
 
(4) 調査D 質問紙調査（2014） 
 調査 D では、プロテスタント系の教会のキリスト者を対象に、自立と甘えと神表象につ
いて尋ねる質問紙を依頼した。実施時期は 2014 年 1 月～2 月であった。 
 
(5) 調査E 半構造化面接（2014） 









Microsoft Excel 2007（マイクロソフト社）、エクセル統計2008 for Windows（社会情報サ
ービス）、Excel多変量解析 Ver. 5.0、Ver. 6.0（エスミ）を用いた。 
 
(2) 質的研究（調査E） 






































































表 4 神表象尺度 因子分析結果 
 
質問項目 F1 F2 F3 共通性
第一因子：　頼れる存在　　(α =.93)
41 神はわたしにとって知恵のある王のような存在で、頼りになる。 王 .80 .11 .10 .77
16 神はわたしの心を聖くしてくれる方である。 祭司 .79 -.04 -.16 .63
32 祭司（憐れみふかい、罪・失敗を赦す、心を聖くしてくれる） 祭司 .79 .13 .03 .76
9 教師（真理を教えてくれる） 教師 .76 .00 -.08 .59
6 救出者（力強い存在） 救出者 .76 -.03 -.02 .55
38 自分はかつて迷っていたが、今は帰るべきふるさとにいる感じがする。 牧者 .64 .32 .06 .75
20 神は善だから、わたしは神を信頼すれば安心だ。 牧者 .61 .26 -.05 .67
26 創造者（宇宙の源、わたしを創造した存在） 創造 .60 .11 .16 .46
第2因子：　親しい存在　　(α =.93)
25 自分にとって神は愛に満ちた父のような存在である。 父 -.12 .89 .13 .62
1 神は近くにいる親しい友だちみたいな存在である。 友だち -.02 .79 -.03 .62
19 自分は神から、従業員ではなく子どものように扱われている。 父 .15 .75 .03 .70
15 自分は神との間にはギクシャク感がなく、和解していると思う。 友だち .12 .74 -.05 .71
30 友だち（良い相談相手であり、正しいことを教えてくれる） 友だち .11 .68 .01 .56
29 神にとってわたしは子どものような存在なので、一日を終わる時も安心だ。 父 .24 .65 .00 .67
36 自分にとって神は羊を大切に守る羊飼い（牧者）のような存在である。 牧者 .26 .60 -.07 .66
28 自分は功績を上げなくてもありのまま神に受け入れてもらえると実感している。 父 .17 .59 -.07 .54
第3因子：　厳しい存在　　(α =.77)
22 自分にとって神は、細かいルールで監視する厳しい裁判官のような存在である。 裁判官 .06 -.16 .67 .53
7 神は義なので、一日を終わる時、不安になる。 裁判官 -.31 .23 .65 .42
27 神はわたしにとって支配的な権力者である。 王 .14 .10 .62 .38
42 神はわたしのミスを簡単には赦さない存在だと思う。 裁判官 -.03 -.20 .60 .48
10 神はあまりに偉すぎて、とても近づきにくい存在だ。 王 -.02 -.41 .52 .59
37 神は絶対権限をもって、わたしの全部を要求してくる方である。 王 .43 .01 .52 .42






























(3) God Image Scale・邦訳版の作成 






 1) 自尊感情尺度（山本・松井・山成、1982） 

































































表 5 第二研究 GISJ 三因子の因子分析結果 
 
 










質問項目 イメージ F1 F2 F3 共通性
第1因子：　親しい存在　　(α =.90)
5 神は親しい友だち、良い相談相手であり、正しいことを教えてくれる 友だち .93 -.24 .05 .68
14 神は近くにいる親しい友だちみたいな存在である 友だち .82 -.25 .04 .52
20 自分は神との間にはギクシャク感がなく、和解していると思う 友だち .74 -.01 -.10 .56
19 神にとってわたしは子どものような存在なので、一日を終わる時も安心だ 父 .69 .09 -.09 .56
2 自分は功績を上げなくてもありのまま神に受け入れてもらえると実感している 父 .66 .13 -.13 .58
6 自分にとって神は愛に満ちた父のような存在である 父 .66 .16 -.05 .59
7 神はわたしにとって知恵のある王(君主)のような存在で、頼りになる 王 .66 .18 .18 .62
22 神は善だから、わたしは神を信頼すれば安心だ 牧者 .66 .21 -.03 .63
8 自分にとって神は羊を大切に守る羊飼いのような存在である 牧者 .65 .21 -.04 .62
10 神は人生の師であり、真理を教えてくれる方である 教師 .64 .17 .04 .55
11 自分は神から、従業員ではなく子どものように扱われている 父 .61 .10 .00 .46
4 自分はかつて迷っていたが、今は帰るべきふるさとにいる感じがする 牧者 .60 .10 .02 .44
13 神は憐れみふかく、罪・失敗を赦し、心を聖くしてくれる方である 祭司 .57 .29 -.06 .60
1 神はわたしの心を聖くしてくれる方である 祭司 .55 .26 .05 .52
第2因子：　頼れる存在
16 神は創造者、宇宙の源であり、わたしを創造した方である 創造 .22 .60 -.03 .55
17 神は救い出す方、力強い存在である 救出者 .36 .58 .01 .68
第3因子：　厳しい存在　　(α =.68)
21 自分にとって神は、細かいルールで監視する厳しい裁判官のような存在である 裁判官 -.08 -.05 .72 .54
12 神は義なので、一日を終わる時、不安になる 裁判官 .10 -.18 .60 .39
18 神はわたしのミスを簡単には赦さない存在だと思う 裁判官 -.14 .00 .59 .37
15 神はわたしにとって支配的な権力者である 王 .15 .19 .57 .39
3 神はあまりに偉すぎて、とても近づきにくい存在だ 王 -.21 .01 .49 .29
9 神は絶対権限をもって、わたしの全部を要求してくる方である 王 .31 .15 .49 .39










表 6 調査 B GISJ 二因子の因子分析結果 
 
 
6 まとめと課題  
 本研究では、八つの神の役割についての概念を構成概念として採用し、因子分析によっ
て22項目二因子からなるGISJを作成した。また内容的妥当性の確認のために、Lawrence, 







質問項目 イメージ F1 F2 共通性
第1因子：　親しい存在　　（α ＝.95）
22 神は善だから、わたしは神を信頼すれば安心だ 牧者 .79 -.03 .63
8 自分にとって神は羊を大切に守る羊飼いのような存在である 牧者 .79 -.04 .63
7 神はわたしにとって知恵のある王(君主)のような存在で、頼りになる 王 .77 .18 .62
13 神は憐れみふかく、罪・失敗を赦し、心を聖くしてくれる方である 祭司 .76 -.06 .59
6 自分にとって神は愛に満ちた父のような存在である 父 .76 -.05 .59
10 神は人生の師であり、真理を教えてくれる方である 教師 .75 .04 .56
2 自分は功績を上げなくてもありのまま神に受け入れてもらえると実感している 父 .75 -.13 .58
5 神は親しい友だち、良い相談相手であり、正しいことを教えてくれる 友だち .74 .07 .54
19 神にとってわたしは子どものような存在なので、一日を終わる時も安心だ 父 .74 -.09 .56
17 神は救い出す方、力強い存在である 救出者 .74 -.02 .55
20 自分は神との間にはギクシャク感がなく、和解していると思う 友だち .72 -.09 .53
1 神はわたしの心を聖くしてくれる方である 祭司 .72 .04 .51
11 自分は神から、従業員ではなく子どものように扱われている 父 .68 .00 .46
4 自分はかつて迷っていたが、今は帰るべきふるさとにいる感じがする 牧者 .66 .03 .44
14 神は近くにいる親しい友だちみたいな存在である 友だち .63 .06 .39
16 神は創造者、宇宙の源であり、わたしを創造した方である 創造 .62 -.05 .39
第2因子：　厳しい存在　　（α ＝.72）
21 自分にとって神は、細かいルールで監視する厳しい裁判官のような存在である 裁判官 -.10 .72 .54
12 神は義なので、一日を終わる時、不安になる 裁判官 -.02 .60 .37
18 神はわたしのミスを簡単には赦さない存在だと思う 裁判官 -.12 .59 .37
15 神はわたしにとって支配的な権力者である 王 .28 .56 .38
3 神はあまりに偉すぎて、とても近づきにくい存在だ 王 -.19 .49 .29






























































































4 GISJ・簡易版 ４の得点の平均 .06 .05 .11 ** .17 ** .21 ** .18 ** .13 * .19 **
GISJ 親しい存在 .09 .11 ** .09 .29 ** .30 ** .25 ** .24 ** .21 ** .64 **
厳しい存在 -.22 ** -.29 ** -.18 ** .03 .04 -.01 -.03 -.12 * .13 * .08
信頼できる存在 .29 ** .33 ** .16 ** .33 ** .35 ** .28 ** .31 ** .23 ** .47 ** .71 ** -.16 **
受け入れてくれる存在 .39 ** .44 ** .18 ** .24 ** .29 ** .26 ** .25 ** .21 ** .36 ** .58 ** -.28 **
求めてくる存在 .12 * .06 .10 * .18 ** .25 ** .23 ** .11 * .11 * .28 ** .35 ** .06














































































































王 -.06 -.07 -.07 .01 .01 .00 -.04 .07 .41 ** .16 ** .29 ** .17 ** .27 **
祭司 .09 .11 * .17 ** .11 * .15 ** .15 ** .11 * .15 ** .36 ** -.04 .27 ** .27 ** .16 **
師 .07 .04 .04 .11 * .16 ** .11 * .06 .15 ** .44 ** .13 * .30 ** .19 ** .23 **
医者 .09 .07 .15 ** .12 * .15 ** .08 .07 .13 ** .42 ** .05 .32 ** .27 ** .12 *
救出 .04 .03 .05 .19 ** .18 ** .16 ** .10 .14 ** .46 ** .17 ** .34 ** .27 ** .25 **
牧者 .06 .07 .09 .24 ** .24 ** .22 ** .16 ** .13 * .48 ** .01 .41 ** .27 ** .23 **
父 .06 .10 .13 * .17 ** .19 ** .24 ** .16 ** .19 ** .50 ** .02 .43 ** .34 ** .18 **
友 .01 -.03 .08 .10 * .13 * .11 * .10 * .10 * .54 ** .09 .38 ** .29 ** .14 **
裁判 .01 .02 .04 .09 * .12 * .13 * .11 * .10 .41 ** .25 ** .23 ** .16 ** .21 **
創造 .07 .09 .11 * .16 ** .19 ** .15 ** .14 ** .22 ** .50 ** -.01 .43 ** .33 ** .20 **
GISJ簡易版
得点平均 .06 .05 .11
* .17 ** .21 ** .18 ** .13 * .19 ** .64 ** .13 * .47 ** .36 ** .28 **
 ** p <.01, * p <.05 n=368











られ（r= .41、r= .36、r= .44、r= .42、r= .46、r= .48、r= .50、r= .54、r= .41、r= .50）、
十の神表象に対して肯定的なイメージを描いていることが示された（結果2-14）。 
 厳しい神のイメージを持っている人は、「王」、「救出者」、「裁判官」について極めて弱い




















F値(7, 360) 多重比較 F値(9, 358) 多重比較 F値(4, 337) 多重比較
自尊感情 4.70 ** 3<4, 3<5, 3<6 0.84 3.91 ** 4<7
3<7
基本的信頼 4.78 ** 2<5, 2<6 1.37 5.75 ** 4<7, 4<8, 5<7
3<5, 3<6, 3<7 5<8, 6<7, 6<8
対人的信頼 1.89 1.84 1.42
能動実践態度 2.08 1.33 4.40 ** 5<8, 6<8
自己創造開発 1.22 0.82 3.96 ** 5<8, 6<8
自他共存 1.14 1.84 3.98 ** 5<8, 6<8
こだわりなし 4.42 ** 2<5, 3<5, 3<6 0.72 6.80 ** 4<7, 4<8, 5<7
3<7 5<8, 6<8
他者尊重 2.03 1.29 1.84





























年齢 368 1 10代以下 10 3.02 (0.44) 1.69 (0.46)
2 20代 36 3.43 (0.40) 1.82 (0.51)
3 30代 30 3.21 (0.43) 1.67 (0.46)
4 40代 74 3.33 (0.48) 2.05 * 1<2, 6<2 1.72 (0.54) 1.78
5 50代 97 3.30 (0.46) (7, 360) 6<4 1.58 (0.42) (7, 360)
6 60代 76 3.16 (0.51) Fisherの 1.56 (0.45)
7 70代 31 3.22 (0.53) 最小有意差法 1.79 (0.61)
8 80代以上 14 3.39 (0.49) 1.71 (0.73)
宗派 366 1 カトリック 65 2.99 (0.52) 1.47 (0.38)
2 聖公会 69 2.91 (0.49) 12.13 ** 1<3, 1<4 1.71 (0.54) 2.96 ** 1<2, 1<3
3 プロテスタント 141 3.25 (0.52) (4, 363) 2<3, 2<4 1.69 (0.51) (4, 363) 1<4
4 メソジスト系 91 3.36 (0.48) Tukey 1.71 (0.49) Tukey
職業 368 1 勤務 119 3.08 (0.53) 1.66 (0.47)
2 経営/自営 26 3.06 (0.58) 1.70 (0.56)
3 主婦 79 3.16 (0.59) 1.49 1.58 (0.48) 0.88
4 パート 31 3.30 (0.45) (6, 361) 1.69 (0.46) (6, 361)
5 学生 29 3.31 (0.51) 1.80 (0.57)
6 その他 76 3.25 (0.46) 1.67 (0.53)
7 未回答 8 3.16 (0.39) 1.50 (0.49)
環境 366 1 仏教（系） 133 3.11 (0.50) 1.60 (0.46)
2 神道（系） 8 3.26 (0.46) 1.83 (0.66)
3 仏教・神道 6 3.60 (0.38) 1.41 (0.50)
4 その他の宗教 6 2.90 (0.59) 1.67 (0.38)
5 宗教色なし 54 3.21 (0.52) 0.99 1.71 (0.50) 0.84
6 両親がクリスチャン 58 3.21 (0.58) (9, 358) 1.71 (0.48) (9, 358)
8 母(父)だけクリスチャン 39 3.15 (0.52) 1.70 (0.55)
9 親以外にクリスチャン 17 3.12 (0.55) 1.55 (0.51)
10 家族みながクリスチャン 45 3.21 (0.55) 1.72 (0.57)
年数 368 1 １年未満 2 2.88 (0.71) 2.25 (0.35)
2 １年～２年 5 2.93 (0.59) 2.00 (0.24)
3 ３年～５年 11 3.20 (0.51) 1.47 (0.25)
4 ６年～10年 32 3.19 (0.56) 0.83 1.75 (0.48) 1.83
5 11年～20年 60 3.27 (0.47) (8, 359) 1.69 (0.50) (8, 359)
6 21年～30年 71 3.13 (0.56) 1.70 (0.49)
7 31年～50年 122 3.14 (0.52) 1.56 (0.42)
8 51年以上 57 3.19 (0.56) 1.71 (0.63)
10 未回答 8 3.09 (0.60) 1.82 (0.86)
** p <.01, * p <.05
親しい存在 厳しい存在
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性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
親しい 男性 164 3.22 0.45 1.19 1.99 *
イメージ 女性 204 3.32 0.50 (163, 203) (366)
厳しい 男性 164 1.76 0.54 1.44 * 3.61 **
イメージ 女性 204 1.58 0.45 (163, 203) (316.285)














基本的信頼感 -.26 ** .23 ** .30 **
対人的信頼感 -.08
能動実践態度
自己創造開発 .16 ** .26 ** .25 ** .22 ** .09 .17 *
自他共存 .11
他者尊重 .13 * .12 * -.12 * .10 .09
F 11.15 ** 20.68 ** 11.42 ** 25.97 ** 26.52 ** 13.05 **
df (2, 365) (2, 365) (5, 362) (3, 364) (4, 363) (2, 365)
重相関係数 .24 .32 .37 .42 .48 .26
決定係数 .06 .10 .14 .18 .23 .07
** p <.01, * p <.05 n=368
神イメー
ジ尺度


























































































































る The Experiences in Close Relationships-Revised (ECR-R) Questionnaire（2000, 









 1) 邦訳の試案の作成 
36の質問項目のアタッチメント人物を「神さま」に置き換え、日本語の試案を作成した。 






「神アタッチメント尺度」（God Attachment Scale、以下GASと略記）と命名した。 
 
(2) その他の使用した尺度 
 1) ラスムッセンの自我同一性尺度日本語版(REIS)（1987、宮下）（以下、REIS と略記） 







 2) GISJ（河村、2010、2013a） 
 3) PBI（Parental Bonding Instrument）日本版（小川、1991）（以下、PBI と略記）  
 Parker, Tuping, and Brown（1979）が作成した PBI を小川が日本語に翻訳したもの
である。Parker et al.（1979）は、子から見た親の養育態度の自覚的評価スケールを開




操縦（ control）、侵入（ intrusion）、過剰接触（ excessive contact）、幼児扱い




 4) 4 分類愛着スタイル尺度日本語版（RQ）（1998、加藤）（以下、RQ と略記） 
 Bartholomew and Horowitz（1991）は、内的作業モデルが他者に関するモデル（他
者観）と自己に関するモデル（自己観）の性質によって、異なるアタッチメントの内的
作業モデルができあがるという Bowlby, J.理論を踏まえて、二つの次元で四つのアタッ

















 調査協力者へ負担がかかることが想定されたため、質問紙を A 版・Erikson, E. H.の心
理社会的発達理論に関連したものと、B 版・アタッチメント理論に関連したものに分けた。
116 
A 版・B 版共通で用いた尺度もあった。また属性に関する質問は A 版・B 版共通とした。 
 それぞれの質問紙は以下の尺度で構成された。 
 1) A 版・心理社会的発達理論から検討する質問紙（Appendix 1 参照） 
 REIS（アンケート 1）、GISJ（アンケート 2）、PBI（父親について尋ねるアンケート
3、母親について尋ねるアンケート 4） 
2) B 版・アタッチメント理論から検討する質問紙（Appendix 2 参照） 
 RQ（アンケート 1）、ECR-GO（アンケート 2）、GAS（アンケート 3）、GISJ（アン
ケート 4）、PBI（父親について尋ねるアンケート 5、母親について尋ねるアンケート 6） 
 3) A 版・B 版共通の属性についての質問 







 質問紙は、四教団の教会と一神学校、その他友人に依頼した。実施時期は 2013 年 1 月
～2月であった。A版は 275部の質問紙を依頼、143の質問紙が回収され、回収率は 52.0%、





経て、A 版は 132、B 版は 150 を有効回答として採用した。有効回答数を表 13 に示す。 
 





97 104 201 26 (26.8%) 44 (42.3%) 70 (34.8%) 23 (23.7%) 39 (37.5%) 62 (30.8%)
プロテスタント 178 188 366 117 (65.7%) 109 (58.0%) 226 (61.7%) 109 (61.2%) 111 (59.0%) 220 (60.1%)
合　計 275 292 567 143 (52.0%) 153 (52.4%) 296 (52.2%) 132 (48.0%) 150 (51.4%) 282 (49.7%)
配布数 回収数 有効回答数





表 14 各尺度の質問項目の平均値と標準偏差 
 
項目 ｎ 平　均 標準偏差 項目 ｎ 平　均 標準偏差 項目 ｎ 平均 標準偏差
1 131 3.27 1.55 1 148 4.11 1.62 1 265 3.45 0.61
2 132 3.73 1.66 2 147 2.59 1.34 2 269 3.42 0.62
3 131 3.30 1.55 3 148 3.40 1.58 3 270 1.52 0.80
4 131 3.84 1.80 4 147 3.01 1.62 4 251 3.27 0.81
5 131 4.36 3.11 5 251 3.33 0.63
6 130 3.63 1.54 6 252 3.36 0.73
7 131 3.68 1.40 1 149 2.60 1.50 7 262 3.24 0.80
8 131 5.34 1.20 2 149 2.63 1.56 8 258 3.41 0.68
9 131 4.33 1.44 3 150 2.56 1.40 9 240 2.17 1.04
10 132 4.38 1.43 4 149 1.89 0.99 10 258 3.38 0.66
11 131 3.61 1.74 5 149 3.24 1.64 11 246 3.13 0.90
12 132 3.82 1.61 6 149 2.65 1.37 12 255 1.42 0.66
13 132 3.95 1.57 7 150 3.85 1.54 13 265 3.50 0.62
14 131 4.27 1.48 8 149 4.64 1.45 14 256 2.79 0.91
15 132 2.59 1.39 9 149 3.76 1.72 15 259 1.84 0.92
16 132 4.04 1.66 10 149 3.42 1.59 16 267 3.58 0.59
17 132 3.30 1.39 11 148 4.82 1.53 17 266 3.54 0.61
18 132 3.37 1.36 12 148 2.69 1.57 18 266 1.44 0.67
19 131 3.69 1.50 13 150 3.27 1.52 19 250 3.20 0.74
20 132 4.52 1.65 14 149 2.21 1.24 20 239 3.15 0.69
21 132 3.62 1.50 15 149 4.45 1.49 21 265 1.41 0.70
22 131 5.73 1.18 16 147 3.84 1.39 22 263 3.37 0.68
23 132 4.36 1.49 17 146 4.03 1.62
24 129 4.16 1.77 18 148 2.68 1.36
25 131 3.52 1.60 19 146 3.03 1.49 1 256 2.87 0.86
26 130 4.28 1.47 20 149 2.17 1.28 2 253 2.07 0.87
27 130 4.42 1.69 21 148 3.32 1.52 3 254 2.91 0.78
28 131 4.18 1.36 22 148 2.14 1.22 4 252 1.77 0.87
29 132 5.55 1.36 23 148 2.95 1.45 5 249 2.69 0.83
30 132 3.48 1.78 24 149 4.30 1.52 6 254 2.99 0.82
31 131 5.64 1.35 25 149 2.45 1.36 7 246 2.78 0.82
32 132 4.48 1.31 26 149 3.66 1.62 8 249 1.45 0.74
33 131 4.39 1.52 27 148 2.26 1.25 9 252 1.61 0.80
34 131 4.15 1.67 28 148 3.70 1.55 10 250 1.49 0.78
35 132 3.91 1.48 29 145 2.28 1.24 11 251 2.61 0.95
36 132 3.39 1.40 30 149 3.05 1.60 12 251 2.69 0.91
37 131 4.66 1.53 13 250 2.19 0.84
38 131 3.89 1.87 14 252 2.19 0.90
39 132 3.63 1.54 1 149 1.74 1.19 15 248 2.89 0.76
40 131 3.96 1.43 2 149 5.29 1.81 16 254 1.84 0.87
41 131 3.06 1.45 3 149 1.95 1.45 17 247 2.39 0.84
42 132 3.95 1.53 4 149 5.37 1.80 18 254 2.43 0.95
43 132 4.81 1.32 5 146 1.66 1.23 19 254 1.57 0.71
44 127 4.55 1.53 6 146 1.71 1.23 20 251 1.57 0.71
45 131 2.78 1.20 7 148 4.02 1.76 21 250 2.81 0.79
46 129 3.91 1.85 8 150 2.05 1.35 22 248 2.58 0.87
47 131 3.51 1.51 9 149 5.78 1.53 23 251 1.86 0.88
48 131 2.98 1.71 10 150 2.25 1.56 24 252 2.14 0.91
49 127 2.98 1.45 11 148 5.13 1.75 25 249 2.92 0.78
50 132 3.92 1.40 12 150 1.92 1.28
51 130 2.80 1.87 13 147 1.46 0.85
52 131 4.32 1.52 14 150 1.71 1.20 1 263 3.17 0.77
53 130 3.57 1.51 15 150 1.67 1.23 2 262 1.89 0.84
54 132 4.33 1.43 16 150 2.24 1.56 3 263 3.05 0.78
55 132 2.98 1.19 17 149 2.64 1.92 4 259 1.67 0.85
56 132 3.14 1.69 18 149 5.51 1.84 5 262 2.99 0.85
57 130 4.95 1.30 19 148 6.22 1.11 6 261 3.25 0.80
58 131 3.48 1.49 20 150 6.29 1.11 7 255 2.86 0.78
59 132 3.83 1.58 21 149 5.70 1.61 8 260 1.56 0.77
60 128 2.88 1.47 22 150 4.97 1.72 9 261 1.77 0.85
61 132 4.63 1.43 23 148 1.60 1.10 10 258 1.72 0.87
62 129 2.66 1.44 24 150 1.72 1.19 11 260 2.97 0.88
63 130 3.05 1.34 25 149 5.94 1.30 12 258 3.02 0.89
64 132 5.12 1.23 26 148 1.74 1.18 13 259 2.07 0.82
65 131 4.27 1.22 27 150 2.77 1.95 14 261 2.07 0.86
66 132 5.09 1.32 28 150 2.03 1.38 15 259 2.94 0.78
67 132 4.67 1.33 29 148 4.58 1.78 16 262 1.72 0.83
30 147 2.71 1.73 17 255 2.74 0.83
31 150 5.64 1.49 18 261 1.79 0.79
32 150 2.07 1.41 19 260 1.64 0.78
33 148 1.76 1.27 20 259 1.69 0.81
34 150 1.65 1.13 21 257 2.89 0.80
35 149 1.50 0.97 22 256 2.72 0.88
36 149 4.11 1.71 23 260 1.95 0.93
24 258 1.94 0.85

































GISJ 親しい 4件法 3.33 0.42
厳しい 1.67 0.52






ECR-GO 一般不安 7件法 2.68 0.85
一般回避 3.72 0.95
GAS 神不安 7件法 2.01 0.90
神回避 2.66 1.01
GISJ 親しい 4件法 3.35 0.44
厳しい 1.56 0.44
















































8 神さまはときどき、理由もなく私に対する思いを変えることがある .62 .00 .39





11 私は、神さまに捨てられるのではないかと心配になることはほとんどない .52 .21 .31
12 私は、神さまが私から離れてしまうのではないかと心配になることはほとんどない .51 .24 .32





15 私は、神さまとの関係がとても心配だ .44 .27 .26
16 神さまは、私が怒っているときだけ、私の存在に気づいてくれると思っている .42 .16 .20
第2因子：　親密性の回避　　(α =.87)
17 神さまに頼るのは心地良い .01 .78 .61
18 神さまに近づくことは難しいことではない -.04 .69 .48





21 私はいろいろなことについて神さまと徹底してやりとりする -.11 .65 .43
22 神さまと近くにいることは私にとってとても心地良い -.01 .64 .41
23 神さまに近づくことは比較的簡単なことだと思う -.06 .64 .41
24 何か困ったときに神さまに向き合うことはとても助けになる .05 .63 .40
25 私は自分の問題や関心について、たいてい神さまに打ち明けている -.10 .63 .40
26 神さまに心を打ち明けることは、あまり心地良いことではない .22 .55 .35
27 神さまに頼るのは別にむずかしいことではない .03 .50 .25








では GAS を用いて、調査 C を実施した際に質問紙を構成した RQ、ECR-GO、GISJ、PBI



















































見捨てられ不安 .59 ** .18 *
親密性の回避 .32 ** .20 * .51 **
親しい神イメージ -.30 ** -.08 -.47 ** -.60 **
厳しい神イメージ .41 ** .20 * .54 ** .30 ** -.24 **
父養護 -.11 -.20 * -.19 * -.01 .18 * -.13
父過保護 .17 .11 .23 ** .06 -.13 .19 *
母養護 -.27 ** -.18 * -.28 ** -.14 .27 ** -.20 *
母過保護 .25 ** .12 .29 ** .17 -.14 .29 **








































外した。その結果を表 18 に示す。 
 
表 18 神のイメージと RQ の四つのスタイルの平均値 分散分析結果 
 
1 2 3 4 多重比較
安定型 拒絶型 とらわれ型 おそれ型 Fisherの
n 59 4 35 16 最小有意差法
GISJ 親しい存在 平均 3.42 2.90 3.29 3.29 2.22
標準偏差 (0.44) (0.29) (0.45) (0.47)
厳しい存在 平均 1.47 1.42 1.67 1.71 2.70 * 1<3, <4
標準偏差 (0.38) (0.40) (0.41) (0.52)
GAS 見捨てられ不安 平均 1.76 1.37 2.39 2.38 5.62 * 1<3, <4
標準偏差 (0.78) (0.39) (0.96) (1.04)
親密性の回避 平均 2.45 2.31 2.93 3.06 2.77 * 1<3, <4
標準偏差 (1.02) (0.71) (1.03) (0.88)


















































































































めた。その結果を表 19 に示す。 
 





親しい神イメージ .15 -.07 .16 .04 .16 .25 *
厳しい神イメージ -.20 * -.17 -.12 -.28 ** -.15 -.26 **
父養護 .27 ** .04 .18 .08 .31 ** .23 * .24 * .07
父過保護 -.15 -.20 -.22 * -.26 ** -.13 -.23 * -.03 -.03
母養護 .25 * .09 .36 ** .15 .20 .24 * .26 ** -.01
母過保護 -.14 -.20 * -.31 ** -.27 ** -.10 -.23 * -.13 .17




















見られなかった。PBI は 16 歳までの父母の養育態度について覚えている範囲で答えても
らうものであり、その期間の親の養育態度について肯定的な認識を持っている人は肯定的
な神表象を内在化させていることが示唆された（結果 5-1）。仮説 5-1 は一部支持された。 
 
(2) 神表象と心理社会的発達理論との関連 









に関連があることが示唆された（結果 5-3）。仮説 5-3 は一部支持された。 
 第五段階の発達課題であるアイデンティティの確立については、相関は見られなかった。
仮説 5-4 は支持されなかった。 
 第六段階の発達課題である親密性は、親しい神イメージとの間に弱い正の相関が（r=.25）、
厳しい神イメージとの間に弱い負の相関が（r=.-26）それぞれ見られた。親密性と神表象






























親しい神イメージ .07 .10 .20 .19 .31 .17
厳しい神イメージ -.50 ** -.39 * -.16 -.47 ** -.23 -.29
父養護 .30 .00 .24 .07 .07 .14 .04 .06
父過保護 -.42 * -.24 -.62 ** -.36 * -.14 -.35 * -.25 -.01
母養護 .12 .18 .49 ** .29 .28 .44 * .32 .03
母過保護 -.29 -.23 -.45 ** -.32 -.19 -.38 * -.21 .15
** p  <.01, * p  <.05 n=33
女性
親しい神イメージ .25 * -.14 .15 -.01 .14 .29 *
厳しい神イメージ -.04 -.09 -.14 -.18 -.17 -.26 *
父養護 .29 * .06 .16 .11 .44 ** .26 * .30 * .10
父過保護 -.05 -.17 -.07 -.22 -.11 -.20 .05 -.03
母養護 .30 * .06 .32 ** .11 .18 .18 .24 -.05
母過保護 -.07 -.18 -.25 * -.23 -.05 -.18 -.11 .23









































































































































































(1) 年齢  





代、50 代、60 代が低いという結果が出た。その結果を表 21 に示す。 
 
表 21 年代と神のイメージの関連 分散分析結果 
 
 
 厳しい神のイメージは、20 代よりも、中年期以降のほうが緩和されている（結果 6-1）。




密性の回避（他者観）」を測定することができる ECR-GO、および GAS を用いて、一般他
者と神アタッチメントについて測定し、その平均の差を年代別に見るために分散分析を行
った。その結果、「神との親密性の回避」についてのみ主効果が有意であった。多重比較を
行ったところ、20 代が高く、50 代が低かった。その結果を表 22（次頁）に示す。 
2 3 4 5 6 7 8
GISJ 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 検定
n 10 11 24 33 32 11 5 F = 2.74
厳しい神イメージ 平均 1.93 1.63 1.54 1.47 1.42 1.67 1.79 df  = 6,119
標準偏差 0.41 0.51 0.32 0.43 0.43 0.33 0.52 p <.05
*Tukey法による多重比較の結果、5%水準で、2>5、1%水準で、2>6となった。 n=126
134 
表 22 神アタッチメントの年代別平均値の比較 分散分析結果 
 
 
 この結果は、表 21 の「厳しい神イメージ」についての結果を支持するものである。若
いころには神イメージが厳しく、神との親密性も回避する傾向があることが示唆された（結
果 6-2）。仮説 6-1 は一部支持された。 
 
(2) 性差 
 次に、神表象の性差を検討するために t 検定を行った。その結果を表 23 に示す。 
 






 続いて、神アタッチメントの性差を検討するために t 検定を行った。その結果を表 24
に示す。 
 
表 24 神アタッチメントの性別の平均値の比較 t 検定結果 
 
2 3 4 5 6 7 8
GAS 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 検定
n 10 11 24 33 32 11 5 F = 2.89
神との親密性の回避 平均 3.54 2.74 2.55 2.52 2.57 2.96 1.57 df  = 6,119
標準偏差 1.24 0.72 0.84 0.91 1.09 0.97 0.73 p <.05
*Tukey法による多重比較の結果、5%水準で、2>5、1%水準で、2>8となった。 n=126
性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
GISJ 親しい神イメージ 男 81 3.23 0.47 1.17 2.36 **
女 138 3.38 0.44 (80, 137) (217)
厳しい神イメージ 男 81 1.67 0.61 1.83 ** 0.72
女 138 1.62 0.45 (80, 137) (217)
PBI 父養護 男 81 2.76 0.60 1.38 1.20
女 138 2.87 0.71 (80, 137) (217)
父過保護 男 81 1.89 0.47 1.02 0.44
女 138 1.92 0.48 (80, 137) (217)
母養護 男 81 3.17 0.49 2.22 ** 1.13
女 138 3.07 0.73 (80, 137) (217)
母過保護 男 81 1.85 0.45 1.38 1.38
女 138 1.95 0.53 (80, 137) (217)
** p  <.01, 分散が異なる場合にはWelchの検定を行った。 n=219
性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
GAS 神・見捨てられ不安 男 51 1.98 0.91 1.22 0.07
女 76 1.97 0.82 (50, 75) (125)
神・親密性の回避 男 51 2.85 1.05 1.22 1.89 *
女 76 2.51 0.95 (50, 75) (125)










検定を行った。その結果を表 25 に示す。 
 








（結果 6-6）。仮説 6-3 は支持された。 
 
(4) キリスト者になってからの年数 
 キリスト者になってからの年数と神表象との関連について検討した。「1」は 1 年未満、
「2」は 1～2 年、「3」は 3～5 年を表しているが、このカテゴリーを一つにまとめ、「4」




ト者が、31 年以上のキリスト者よりも有意に高かった（結果 6-7）。 
尺度 下位尺度 宗派 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
GISJ 親しい神イメージ カトリック・聖公会 48 3.22 0.44 1.01 2.14 *
プロテスタント諸派 170 3.37 0.44 (47, 169) (216)
PBI 父過保護 カトリック系・聖公会系 48 1.72 0.41 1.38 3.18 **
プロテスタント諸派 170 1.96 0.48 (47, 169) (216)
** p <.01, * p <.05 n=218
136 




未満、「2」は 1～2 年、「3」は 3～5 年、「4」は 6～10 年を表しているが、これを一つに
まとめ、「5」は 11～20 年、「6」は 21～30 年、「7」は 31～50 年、「8」は 51 年以上の五
つのカテゴリーで平均値を比較するために分散分析を行った。その結果を表 27 に示す。 
 














1～3 4 5 6 7 8
GISJ 5年まで 6～10年 11～20年 21～30年 31～50年 51年以上 検定
n 14 13 43 45 87 17 F = 0.45
親しい神イメージ 平均 3.32 3.34 3.36 3.30 3.31 3.47 df  = 5,213
標準偏差 0.41 0.40 0.49 0.51 0.44 0.37 n.s.
n=219
1～4 5 5 6 7 8
GISJ 5年まで 6～10年 11～20年 21～30年 31～50年 51年以上 検定
n 14 13 43 45 87 17 F = 2.41
厳しい神イメージ 平均 1.99 1.60 1.69 1.67 1.52 1.61 df  = 5,213
標準偏差 0.78 0.50 0.42 0.52 0.47 0.59 p <.05
*Tukey法による多重比較の結果、5%水準で、1>7となった。 n=219
1～4 5 6 7 8
10年まで 11～20年 21～30年 31～50年 51年以上 検定
n 14 25 23 46 19
ECR-GO 見捨てられ不安 平均 3.38 2.69 2.43 2.69 2.29 F = 4.37 ** (1)
標準偏差 0.91 0.88 0.80 0.76 0.71 df  = 4,122
親密性の回避 平均 3.29 3.86 3.43 3.84 3.76 F = 1.64
標準偏差 0.70 1.11 0.80 0.90 1.05 df  = 4,122
GAS 神からの見捨てられ不安 平均 2.41 2.12 1.95 1.94 1.56 F = 2.32
標準偏差 0.67 1.02 0.92 0.79 0.68 df  = 4,122
神との親密性の回避 平均 3.07 2.93 2.55 2.65 2.05 F = 3.05 * (2)









その結果を表 28 に示す。 
 








高かった。その結果を表 29 に示す。 
 





以外の人について、平均値の差を見るために t 検定を行った。その結果を表 30 に示す。 
 
表 30 キリスト者が家族にいるかによる父の養育態度の差の検討 t 検定結果 
 



















n 111 42 26 20 19
GISJ/厳しい神イメージ 平均 1.59 1.70 1.77 1.81 1.36 2.86 *   5%水準で5>6
標準偏差 (0.54) (0.52) (0.39) (0.57) (0.30)
** p <.01, * p <.05 n=218
F値(4, 213)育った環境



















n 111 42 26 20 19
PBI/父・養護 平均 2.69 2.94 2.94 2.95 3.23 3.52 **   1%水準で、1<6
標準偏差 (0.67) (0.63) (0.68) (0.64) (0.65)
** p <.01, * p <.05 n=218
F値(4, 213)育った環境
環境 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
PBI 父養護 だれもクリスチャンはいなかった 111 2.69 0.67 1.09 3.32 **
家族のだれかがクリスチャンだった 108 2.99 0.64 (110, 107) (217)










 1) 両親の養育態度と神表象の関連 
 まず、「親しい神イメージ」、「厳しい神のイメージ」、「父の養護的養育態度」、「父の過保
護的養育態度」、「母の養護的養育態度」、「母の過保護的養育態度」について相関を算出し
た。その結果を表 31 に示す。 
 











 2) 父親との関係 
 次に、父親との関係と神表象との関連を検討した。父親との関係が良好であったかとい
う問いに対して、「1 とてもそう思う」、「2 そう思う」、「3 あまりそう思わない」、「4 そう
思わない」の四つの選択肢で回答してもらった。選択肢 1 と 2、選択肢 3 と 4 をグループ
とし、その平均値の差を検討するために t 検定を行った。その結果、「親しい神イメージ」
養護的 過保護的 養護的 過保護的
親しい神イメージ .16 * -.09 .24 ** -.12
厳しい神イメージ -.05 .08 -.09 .21 **




密性の回避」については有意差が見られなかった。その結果を表 32 に示す。 
 





 3) 母親との関係 
 次に、母親との関係と神表象との関連を検討した。母親との関係が良好であったかとい
う問いに対して、「1 とてもそう思う」、「2 そう思う」、「3 あまりそう思わない」、「4 そう
思わない」の四つの選択肢で回答してもらった。各選択肢の平均値の差を検討するために
分散分析を行った。その結果を表 33 に示す。 
 












「3 二人兄弟の下」、「4 三人以上で自分が一番上」、「5 三人以上でまんなか」、「6 三人以上
父との関係 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
GISJ 親しい神イメージ 良い（選択肢1と2） 164 3.36 0.44 1.27 1.67 *
悪い（選択肢3と4） 57 3.24 0.49 (163, 56) (219)
厳しい神イメージ 良い（選択肢1と2） 164 1.62 0.54 1.50 0.56
悪い（選択肢3と4） 57 1.66 0.44 (163, 56) (219)
* p <.05 n=221










n 90 96 26 10
GISJ/親しいイメージ 平均 3.47 3.23 3.18 3.42 6.05 **   1>2, 1>3
標準偏差 (0.44) (0.44) (0.39) (0.55)
GISJ/厳しいイメージ 平均 1.60 1.64 1.73 1.55 0.50
標準偏差 (0.51) (0.52) (0.56) (0.39)










に対して、「1 とてもそう思う」、「2 そう思う」、「3 あまりそう思わない」、「4 そう思わな
い」の四つの選択肢で回答してもらった。各選択肢の平均値の差を検討するために分散分
析を行った。その結果を表 34 に示す。 
 

























n 57 106 28 10
GISJ/親しいイメージ 平均 3.47 3.23 3.35 3.68 5.72 ** 1>2, 2<4
標準偏差 (0.39) (0.47) (0.52) (0.26)
GISJ/厳しいイメージ 平均 1.60 1.64 1.72 1.50 0.59
標準偏差 (0.55) (0.52) (0.52) (0.41)
** p <.01, * p <.05 n=201
兄弟とは良い関係だった F値(3, 218)
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 次に、「1 今まであまり変化がないと思う」、「2 徐々にだが前と今を比較すると違ってき
ていると思う」、「3 ある時期や出来事を境に変化したと思う」の三つの選択肢について検
討した。「神表象に変化があった」と感じている人（選択肢 2 と 3）を一つのカテゴリーに
して、「神表象に変化がない」と感じている人（選択肢 1）と比較するために t 検定を行っ
た。その結果を表 36（次頁）に示す。 
 









PBI n 57 106 28 10
父・養護的養育態度 平均 3.22 2.79 2.65 1.95 15.23 ** 1>2=3>4
標準偏差 (0.63) (0.60) (0.57) (0.72)
父・過保護的養育態度 平均 1.72 1.91 1.93 2.56 10.73 ** 1<2=3<4
標準偏差 (0.39) (0.43) (0.52) (0.50)
母・養護的養育態度 平均 3.43 3.11 2.88 2.28 13.05 ** 1>2=3>4
標準偏差 (0.62) (0.55) (0.60) (0.93)
母・過保護的養育態度 平均 1.71 1.91 2.00 2.38 6.90 ** 1<2=3=4
標準偏差 (0.46) (0.42) (0.61) (0.64)
** p <.01, * p <.05 n=201
F値(3, 218)兄弟とは良い関係だった
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えた人を一つのカテゴリーにし（選択肢 1 と 2）、「神表象に急な変化があった」と答えた
人（選択肢 3）と比較するために t 検定を行った。その結果を表 37 に示す。 
 









仮説 6-8 は支持された。 
 
(2) 神表象の変化と親の養育態度との関連 








ECR-GO 性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
親密性の回避（他者観） 変化がないと答えた人（1） 31 4.00 1.17 1.96 * 1.76 *
変化があったと答えた人（2, 3) 93 3.60 0.84 (30, 92) (40.692)
* p  <.05　　等分散が異なったためWelchの検定を行った n=124
ECR-GO 性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
親密性の回避（他者観）変化がないか緩やかな変化と答えた人（1, 2） 63 3.87 1.04 1.70 * 2.13 *
急な変化があったと答えた人（3) 61 3.52 0.80 (62, 60) (116.008)














親の養育態度の得点の平均を比較するために t 検定を行った。その結果を表 39 に示す。 
 































n 31 32 61 2 F = 3.14
父の養護的養育態度 平均 1.82 2.11 1.68 1.96 df  = 3,122
標準偏差 0.71 0.54 0.66 0.65 p <.05
*Tukey法による多重比較の結果、1%水準で、2>3となった。 n=126
PBI 性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
母親の養護的養育態度 ゆっくり変化したと答えた人（2） 32 2.37 0.40 2.95 ** 3.18 **
それ以外の人（1と3と4） 94 2.05 0.69 (31, 93) (93.211)





た人と急に変化したと回答した人の間で差が見られなかった。仮説 6-10 は支持された。 
 





















2「厳しい→厳しさ・親しさ」 19 (28%) 19 (18%) 38 (17%)
3「厳しい→親しい」 14 (21%) 37 (36%) 51 (23%)
4「親しい→厳しい」 1 (1%) 1 (1%) 2 (1%)
5「親しい→厳しさ・親しさ」 13 (19%) 9 (9%) 22 (10%)
6「親しい→さらに親しい」 16 (24%) 22 (21%) 38 (17%)
7「その他」 4 (6%) 10 (10%) 14 (6%)
該当せず 39 1 (1%) 5 (5%) 9 54 (25%)



























































































































 Freud, S.や Rizzuto, A.が論じた神表象は、わが国のキリスト者にとっても有効かとい


















































































































































 2) GISJ（河村、2010、2013a） 
 3) GISJ・簡易版（河村、2010、2013a） 
 4) GAS（河村、2013） 
 
(2) 質問紙の構成 
 自立尺度（アンケート 1、結果は採用せず）、甘え尺度（アンケート 2）、GISJ（アンケ




た（Appendix 3 参照）。 
 
(3) 質問紙調査の実施 
 質問紙調査は、プロテスタント系の教会に 240 部を依頼、実施時期は 2014 年 1 月～2
月であった。最終的に 107 の質問紙が回収され、回収率は 44.6%であった。 




























項目 n 平均 標準偏差 項目 n 平均 標準偏差 項目 n 平均 標準偏差
1 106 1.23 0.94 1 106 3.58 0.49 1 107 1.86 1.63
2 106 1.07 0.95 2 106 3.36 0.60 2 103 5.75 1.35
3 107 1.22 0.99 3 101 1.66 0.94 3 106 1.62 1.30
4 106 1.07 0.92 4 101 3.31 0.74 4 105 5.87 1.60
5 107 1.41 0.98 5 106 3.50 0.65 5 104 1.61 1.25
6 106 1.55 0.99 6 104 3.54 0.54 6 105 1.61 1.16
7 106 1.78 1.22 7 107 3.39 0.73 7 105 4.06 1.72
8 107 1.33 0.90 8 106 3.51 0.59 8 106 1.91 1.35
9 106 1.59 0.97 9 98 2.39 1.00 9 107 6.12 1.37
10 106 1.38 0.97 10 106 3.47 0.59 10 105 2.23 1.71
11 107 0.67 0.73 11 102 3.37 0.70 11 106 5.11 1.73
12 106 1.12 0.80 12 104 1.38 0.62 12 106 1.95 1.39
13 107 0.95 0.93 13 107 3.64 0.62 13 107 1.51 1.12
14 107 1.64 0.99 14 103 3.05 0.84 14 106 1.48 1.01
15 106 1.14 0.91 15 106 2.02 1.01 15 107 1.60 1.25
16 107 1.20 0.91 16 106 3.59 0.55 16 105 2.11 1.57
17 107 1.46 1.06 17 106 3.62 0.59 17 104 3.23 2.33
18 104 1.44 1.02 18 102 1.38 0.67 18 104 5.52 1.84
19 105 0.84 0.94 19 100 3.33 0.68 19 105 6.55 0.84
20 105 0.82 0.89 20 101 3.22 0.62 20 106 6.49 0.90
21 107 1.28 0.93 21 104 1.34 0.66 21 106 5.84 1.65
22 107 0.70 0.79 22 103 3.48 0.59 22 105 5.39 1.50
23 107 0.88 0.84 23 106 1.59 1.22
24 107 1.00 0.99 24 106 1.84 1.57
25 106 1.04 0.83 1 105 3.34 0.74 25 107 6.29 1.14
2 101 3.54 0.59 26 106 1.68 1.31
3 106 3.52 0.52 27 105 3.11 2.28
4 103 3.41 0.61 28 104 1.66 1.25
5 107 3.53 0.59 29 105 4.77 1.82
6 106 3.52 0.55 30 105 2.55 1.82
7 104 3.43 0.68 31 107 5.92 1.25
8 103 3.20 0.80 32 106 1.81 1.35
9 101 2.99 0.95 33 107 1.83 1.46
10 107 3.63 0.59 34 107 1.63 1.27
35 107 1.35 0.91
36 106 4.09 1.72
甘え尺度 GISJ GAS
GISJ・簡易版
尺度 下位尺度 回答の方式 平均 標準偏差
甘え尺度 直接的甘え 4件法 1.20 (0.64)
屈折的甘え 0.99 (0.71)
とらわれ 1.47 (0.72)



























































30 私は自分が他の存在に負けてしまうことが心配である .46 .15 .23
第2因子：　親密性の回避　　(α =.85)
29 神さまに近づくことは比較的簡単なことだと思う -.17 .74 .58
7 神さまを愛して行くのは簡単なことだ -.06 .74 .55





22 神さまに近づくことは難しいことではない -.01 .64 .41
25 神さまに頼るのは心地良い .15 .59 .38
9 神さまと近くにいることは私にとってとても心地良い .03 .56 .32
4 私は自分の問題や関心について、たいてい神さまに打ち明けている -.05 .48 .23
19 何か困ったときに神さまに向き合うことはとても助けになる .13 .46 .23
























 各下位尺度間の相関を算出した。その結果を表 44 に示す。 
 




い負の相関が見られた（r =.-22、r =.-20）（結果 7-1）。仮説 7-1 は支持されなかった。 
 「厳しい神イメージ」は、甘え尺度の下位尺度すべてについて弱い正の相関が見られた
親しい神イメージ -.22 * -.20 * -.06 -.36 ** -.51 **
厳しい神イメージ .20 * .26 ** .26 ** .45 ** .11
見捨てられ不安 .36 ** .37 ** .27 **
親密性の回避 .31 ** .33 ** .35 **














（r =.20、r =.26、r =.26）（結果 7-2）。仮説 7-2 は支持されなかった。 
 「神からの見捨てられ不安」については、「直接的甘え」、「屈折的甘え」、「とらわれ」す
べてについて弱い正の相関が見られた（r =.36、r =.37、r =.27）（結果 7-3）。仮説 7-3 は
支持されなかった。仮説 7-4、仮説 7-5 は支持された。 
 「神との親密性の回避」については、「直接的甘え」、「屈折的甘え」、「とらわれ」すべて
について正の相関が見られた（r =.31、r =.33、r =.35）（結果 7-4）。仮説 7-3 は支持され
なかった。仮説 7-4、仮説 7-5 は支持された。 
 
 ここで、個別の神表象についてさらに詳細に検討するために、甘え尺度の各下位尺度と
十の神表象の相関を算出した。その結果を表 45 に示す。 
 













に t 検定を行った。その結果を表 46（次頁）に示す。 
 その結果、「直接的甘え」、「屈折的甘え」、「とらわれ」のいずれも、家族にキリスト者が
1王 .00 -.02 -.13
2祭司 -.05 -.13 -.04
3人生の師 -.01 .03 .10
4医者 -.11 -.05 -.01
5救出者 -.10 .03 .04
6牧者 -.17 -.14 -.05
7父 -.13 -.30 ** -.16
8友だち -.05 -.26 ** -.15
9裁判官 .13 .18 .13
10創造者 -.09 -.03 .00



















行い、主効果が有意であったものについては多重比較を行った。その結果を表 47 に示す。 
 












性別 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
直接的甘え 家族にキリスト者がいなかった 62 1.08 0.56 1.66 2.50 **
家族のだれかがキリスト者だった 40 1.40 0.72 (61, 39) (100)
屈折的甘え 家族にキリスト者がいなかった 62 0.86 0.54 2.34 ** 2.11 *
家族のだれかがキリスト者だった 40 1.17 0.82 (61, 39) (60.559)
とらわれ 家族にキリスト者がいなかった 62 1.36 0.66 1.37 1.95 *
家族のだれかがキリスト者だった 40 1.64 0.77 (61, 39) (100)
** p <.01, * p  <.05, 分散が異なる場合にはWelchの検定を行った。 n=102











n 27 41 16 19
直接的甘え 平均 1.22 1.20 1.10 1.22 0.13
標準偏差 (0.69) (0.60) (0.69) (0.68)
屈折的甘え 平均 0.79 1.10 0.81 1.18 1.80
標準偏差 (0.71) (0.73) (0.61) (0.78)
とらわれ 平均 1.23 1.67 1.19 1.61 3.30 * 1<2, 2>3
標準偏差 (0.74) (0.73) (0.53) (0.70)








が、「とらわれ」については有意差が見られた。その結果を表 48 に示す。 
 












多重比較を行った。その結果を表 49、表 50（次頁）に示す。 
 
表 49 父親との関係と甘えの関連の検討 分散分析結果 
 
母親との関係 ｎ 平均 標準偏差 F値 （ｄｆ） t値 （ｄｆ）
とらわれ ①とてもそう思う、②そう思うと回答 87 1.41 0.72 1.10 2.16 *
③あまりそう思わない、④そう思わないと回答 17 1.81 0.68 (86, 16) (102)
* p <.05 n=104
多重比較


















n 14 27 18 13 14 17
直接的甘え 平均 1.15 1.03 1.00 1.29 1.53 1.34 1.75
標準偏差 (0.62) (0.48) (0.63) (0.78) (0.67) (0.71)
屈折的甘え 平均 0.74 0.87 0.89 0.85 1.56 1.13 2.69 * 1=2<5
標準偏差 (0.45) (0.59) (0.54) (0.93) (0.76) (0.87)
とらわれ 平均 1.18 1.44 1.33 1.29 2.12 1.51 3.35 ** **1<5
標準偏差 (0.75) (0.52) (0.81) (0.76) (0.88) (0.45) *2=3=4<5


















































n 21 31 8 14 18 7
直接的甘え 平均 1.21 1.01 1.00 1.38 1.57 0.84 2.81 * 2<5
標準偏差 (0.62) (0.48) (0.73) (0.62) (0.79) (0.38)
屈折的甘え 平均 0.86 0.82 1.07 1.00 1.28 1.06 1.27
標準偏差 (0.59) (0.49) (0.66) (0.66) (0.92) (0.84)
とらわれ 平均 1.46 1.24 1.60 1.48 1.59 2.02 1.64
標準偏差 (0.84) (0.52) (0.65) (0.82) (0.73) (0.80)









のについては多重比較を行った。その結果を表 51 に示す。 
 







































n 19 22 18 15
直接的甘え 平均 1.17 0.97 1.44 1.00 2.36
標準偏差 (0.53) (0.65) (0.64) (0.53)
屈折的甘え 平均 1.10 0.77 1.12 0.72 1.86
標準偏差 (0.76) (0.57) (0.75) (0.52)
とらわれ 平均 1.52 1.23 1.74 1.13 2.77 * 3<5, 5>6
標準偏差 (0.56) (0.82) (0.70) (0.66)



















































































































































































































































Erikson, E. H.の心理社会的発達段階と神表象との関わり、Bowlby, J.のアタッチメント理
論と神表象の関わり、そして日本人の神表象の特性を検討した。次に焦点となるのは、神
表象の変化の可能性と様態である。 


























































































№ 性別 年齢 職業など 時間
1 女性 40代 神学生・主婦 49分
2 女性 60代 団体職員・事務職 40分
3 男性 50代 牧師 40分
4 男性 60代 大手メーカー引退 38分
5 女性 40代 保育士 22分
6 女性 60代 主婦 15分
7 女性 60代 主婦 20分
8 女性 20代 会社員 24分
9 女性 20代 教会職員 14分

















 逐語録は A4（40 字×30 行）で作成し、A 氏が 16 ページ（12,281 字）、B 氏が 12 ペー
ジ（9,334 字）、C 氏が 6 ページ（5,052 字）、D 氏が 10 ページ（7,402 字）、E 氏が 11 ペ
ージ（7,324 字）、F 氏が 8 ページ（5,151 字）、G 氏が 19 ページ（17,146 字）、H 氏が 10
ページ（7,611 字）、I 氏が 18 ページ（13,670 字）、J 氏が 25 ページ（16,950 字）の合計










 概念とカテゴリーのリストを表 53（次頁）に示す。 
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表 52 の「調査協力者一覧」を、A 氏から J 氏までランダムに振り直したものである。 
カテゴリー 概念名 定義
1 1 やりとげた感 自分に出来る事をやり終えたという満足
2 挫折感 それまでの生き方に行き詰まり、絶望して
いる思い




















































































































































氏）」、「それで 180 度、わたしの神さまに対する考え方が変わったんですね（C 氏）」とい
う発言があった。 


























































































































































































































































































図 9b 神表象の変化 ～ライフ・イベントや信仰との関係（続き） 
 








ト者になる経験と一致しているのがパターン A である。 
 次にパターン B であるが、これはキリスト者になる経験の後に、神表象が変化したと認
識しているプロセスを表している。キリスト者になる前に重大なことがらを経験し、それ
が神表象の変化と並行して改善したケースもあった。このパターンに当てはまったのは F




表象の変化を経験したのがパターン B である。 








験したプロセスを表しているのがパターン C である。 
 次にパターン D であるが、これはキリスト者になる経験の後に、赦しを確信する経験を
しているが、神表象の変化はそれとは別にゆるやかな変化として体験したと認識している




















 次にパターン F であるが、これは、神表象の変化が、キリスト者になる経験とも「高次
の回心体験」（松島・宮下、2008）とも一致していなかったと認識している場合のプロセ


























表 54 神表象の内容の変化 
 
 































































図 10 キリスト者になる経験および神表象の変化の前後の神の存在の比較 
 










のがパターン A である。 

























とを感じ取っていたのがパターン B である。 
 
(5) 神の存在の変化の意味 
 図 10 にあるように、神の存在のとらえ方は二つのパターンに集約されたが、神表象が
変化したことについて、神の存在をどのように認識したかを分析するために、半構造化面
接で語られたことをそのまま抽出して列記した。それを表 55 に示す。 
 
表 55 神の存在の変化の意味 
 
 
















































































































































































































































































































































































































 キリスト者になる経験と神表象が変化した経験は時間的に重ならない（結果 8-5）。 
 
(6) 神表象の変化 

















 醜い自己認識と自己分離が解消され、自己の再統合に至る（結果 8-12）。 
 無条件に受け入れられていることを体験的に理解する（結果 8-13）。 
 自分がありのままでよいことに気づき、素の自分の受け止めがなされる（結果 8-14）。 
 神表象の変化によって自分のスタンスが確立される（結果 8-15）。 




 生きる目的を捉えなおす（結果 8-18）。 
 自分とは異なる他者（神）が自分にわかるように導いてくれるという感覚があるために、
自分で自分のことを監視しないで済むという意味で、自分の人生を委ねる（結果 8-19）。 
 他者や周囲の状況との関係が変化する（結果 8-20）。 









































































































































































































内在化させている状態を図 11 に示す。 
 
 











































































 本研究は、第八研究の結果から、日本人キリスト者の中に形成される神表象と Rizzuto, 
A.らの提示した神表象との異同を実証的に確認し、「先行的恵み」や「共通恩恵」の概念を
神表象のレベルで確証したものと位置づけることができる。 









































































































位置づけることができる。Freud 理論と神表象・神概念との関係を図 13 に示す。 
 
 









































































図 16 神表象の親しさの度合いと神表象との距離感 
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しさの度合いと神表象との距離感を想定したものを図 17 に示す。 
 
 







示された。これはすなわち、図 17 が図 16 に変化するということである。 
 D の領域か、場合によっては C の領域に入っている「裁判官」が否定的な影響を及ぼし
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すぎないようにするためには、神表象が「裁判官」から「あがない主」と「父、牧者」に








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り込み、心理療法のモデル構築が試みられているが（Moriarty et al., 2007）、わが国にお
いては未開拓の分野である。本研究で八つの神表象を研究に取り入れたことによって、神
表象理論を教会教育や心理療法に活かすことができる一つの可能性が示唆された。そのた
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注 B 版の p.6～7 は A 版の p.5～6 と同じであり掲載は省略  
xii 
























4 調査E 半構造化面接の分析ワークシート  
 
 割愛  
 
 
 
